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予防から復職までのトータルプラン策定が急務！

職員健康管理センターにメンタルヘルス対策の県庁司令塔を！

産業医（精神科医）の専任化、総合的なメンタルヘルス対策の構築を求める！ 

県職員の皆さん、新年明けましておめでとうございます。

自治労県職労は、職員が安心して仕事に取り組めるように、また、働きがいのある職場づくりをめざして、今年も運動を進めます！

この一年、どうぞよろしくお願いいたします。
12/25　福利厚生要求提出交渉を実施
自治労県職労は12月25日、職員厚生課長に福利厚生関係要求書を提出しました（要求内容は裏面）。
回答交渉を1月27日に行いますが、職場の問題点や解決方法を提起しながら、職員が健康で安心して働くことができるよう、職場環境の改善に向けた取組みを進めていきます。
参加者からの発言内容（要旨）
・メンタルヘルス対策を推進するにあたり、産業医（精神科医）の役割は大きい。しかし、週2日の勤務体制では時間的制約があるので、専任化の実現を求める。

・とりあえず現在の体制でできることは何か、を考えることが必要である。

・職場復帰しても、再度休職に入ってしまうケースもある。休職者の復帰支援に、産業医を関与させることを義務づけるよう求める。

・具体的には、専門的な意見を取り入れた復職プログラムの策定が必要。産業医が復職プログラムに目を通す、チェックする環境を早急に整備してほしい。
・リハビリ勤務期間中における損害保険等の加入にあたっては、早急に具体化してほしい。

・パワハラを受けてメンタル不全になるケースが増えている。

・黒岩知事は昨年、「ハラスメントのない職場づくりを神奈川から」というメッセージを発表した。

　県のメンタルヘルス研修（管理監督者向け）の中で、ハラスメント問題をテーマにした研修も合わせて実施してほしい。

・ハラスメントの加害者が自覚していないケースも多い。座学だけの研修では効果が上がらないので、実践研修の充実を求める。

・研修は繰り返し、反復して行うことが必要である。
管理監督者に就いた時だけでなく、定期的に行う

ことが重要。

・健康診断の結果、再検査や精密検査を受けなければならないにもかかわらず、業務多忙のため病院に行かれない職員もいる。早めに病院にかかれる仕組み、職員の健康管理が優先される環境づくりが必要。

・過重労働に対する抜本的な対策や適正な人員配置が急務となっている。
・節電の必要性については理解するが、必要な照度が確保されていないことは問題。庁舎内の廊下は真っ暗で足元が危険、職員の座席表も見づらい。

県民への対応をどう考えているのか。エネルギー対策が人より優先されるのはおかしい。

・障害者権利条約が批准された。障害者に対する必要な配慮や措置が求められる。まず、行政機関が、その姿勢を社会に示すべき。

Ⅰ　労働安全衛生の確立について
１　メンタルヘルス不全対策について

（１）職員健康管理センターに産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて、発症予防、早期発見、早期ケア、早期復職サポートの枠組みによる総合的なメンタルヘルス不全対策を確立すること。

（２）メンタルヘルス不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場については、産業医の監督のもとで、その原因を調査すること。

　（３）メンタルヘルス対策への産業医の積極的な関与について、組合との協議の中で、具体化すること。

（４）職場支援対策

①メンタルヘルス不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場に対して、人的配置を行うなどの支援を行うこと。

②周囲の職員の相談等が円滑に行えるよう配慮すること。

（５）予防対策

①主要合同庁舎等での精神科医による相談会等を定期的に実施するとともに職場巡回相談を充実させること。
②管理監督者研修をはじめ階層別研修におけるメンタルヘルス研修を一層充実させること。

（６）早期発見・早期ケア対策

①採用後半年経過の職員を対象に、保健師による面談を実施すること。

（７）復帰支援策

①リハビリ勤務実施状況の検証を早急に行うこと。

　　　②復職支援計画全般を産業医が管理する体制とすること。

③リハビリ勤務中の損害保険等の加入にあたっては、早急に具体化すること。
２　健康で安全に働き続けられる職場環境の整備について
（１）現職死亡やメンタル不全が発生した所属については、職場の問題点の洗い出しを行い、早急に対策を講じること。

（２）職員が自主運転する庁用自動車について、
使用する職員が危険を感じる場合は、早急に
更新すること。

（３）庁用自動車の更新は、労働安全と密接不可
分であり、更新基準の変更については、労働
組合との協議と合意に基づき行うこと。

（４）恒常的な時間外勤務が解消されるまでの措置として、職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても冷暖房を稼働させること。

（５）「節電対策」を実施する場合は、労働安全衛生法令を遵守すること。例外的な取扱を行う場合は、組合との事前協議・合意を前提とすること。

（６）「節電対策」を実施する場合は、健常者の視点ではなく、障害のある職員・県民の利用を前提に、当事者から意見を聞いたうえで、室温、照明、エレベータ、自動ドア等の設定を検討すること。

（７）災害復興（支援）業務にあたる職員については、心身の健康管理のため、メンタルヘルス検査等の受診を必須とする健康診断を義務付けること。

（８）放射線被曝等のおそれのある業務にあたる職員については、事前周知を行い、防護策を講じるとともに、放射線被曝に対応した健康診断を行うこと。
Ⅱ　仕事を進める条件の整備について
１　福利厚生について

（１）各庁舎の食堂等については、職員の意見を聴き、利用する職員に支障が生じない見直しとすること。

（２）職員健康管理センターについては、職員にとって利用しやすいあり方を、自治労県職労との協議のうえ検討すること。

Ⅲ　臨任・非常勤職員等の賃金・労働条件改善について 

（１）常勤職員の指定年齢健康診断、婦人科検診に相当する健康診断を実施すること。

（２）健康管理センターを知事部局職員と同様に利用できるようにすること。

Ⅳ　ノーマライゼーションの推進について 
（１）福利厚生情報の視覚障害者への提供は、点字、音声など、当事者の希望に応じて行うこと。

悩んでいるより、まず相談！

お困りのこと、ありませんか？

「今職場で、こんなことで困っているんだけど・・・」

「誰にも相談できなくて・・・」

なんていう時、ひとりで抱え込まず、相談しましょう

プライバシーは厳守します

お気軽にご連絡ください
＜連絡先：自治労県職連合事務局＞


ＬＡＧシンポジウム

（労働弁護グループかながわ）

○日時：2月3日(月)　18時30分～

○会場：かながわ県民センター・402号室

横浜駅西口・きた西口より徒歩5分

○講演テーマ：「雇用融解はどこまで進むか」～『ブラック企業』と労働規制緩和の最前線～
講師：風間　直樹氏（東洋経済記者）

〇報告：労働組合の取組み

☆長引く不況、労働環境の大きな変化のもと、労働者の約38％が非正規雇用という現状のなかで、「労働法制のあり方」・「若者の生き方」・「労働組合の役割」などをともに考えるシンポジウムです。

※　参加ご希望の方は、組合事務所まで
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自治労県職労


2014年度福利厚生関係要求











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































